
名古屋外語・ホテル・ブライダル専門学校	 校友会会則  

 

第１章 総   則 

（名 称） 

第１条 本会は、名古屋外語・ホテル・ブライダル専門学校校友会と称する。 

 

（事務所） 

第２条 本会の事務所は、名古屋外語・ホテル・ブライダル専門学校（以下、名外専と略称する。）

内に置く。 

 

（目 的） 

第３条 本会は、会員相互の親睦をはかるとともに、母校の発展に寄与することを目的とする。 

 

（事 業） 

第４条 本会は、前条の目的を達成するために、次の各号の事業を行う。 （１）会員名簿の発行 （２）

会員誌等の発行 （３）本会のもとにある組織に対する援助 （４）会員の就職に関する助言 

（５）会員の懇親 （６）奨学制度の運営 （７）その他前条の目的を達成するために必要と認

める事業 

 

 

第２章 会員および組織 

（会 員） 

第５条 本会の会員は、次の各号に定めるところとする。ただし、日本語科は除外する。 

（１）正会員 

（２）準会員 

（３）特別会員 

（４）賛助会員 

２．名外専の卒業生および修了生を正会員とする。 

３．名外専に在籍中の学生は準会員とする。 

４．名外専に在職中の教職員は特別会員とする。 

５．名外専の卒業生に関連する事業所等の代表者は、賛助会員とすることができる。 

６．会員のうち、本会の体面を汚した者は、役員会の承認を得て除名することができる。 

 

（組 織） 

第６条 本会のもとに、本会の目的に沿った組織を置く。 

２．本会の運営について、役員会において必要と認める場合は、専門の委員を置くことができ

る。 

 



 

 

第３章 役   員 

（役員等） 

第７条 本会に次の各号の役員を置く。 

（１）役員 

（２）常任役員 

２．特別会員および本会の支部長は役員とする。 

３．常任役員は次の各号に定めるところとする。 

（１）会 長  １名 

（２）副会長  ２名 

（３）幹 事  ２名 

（４）書 記  １名 

（５）会 計  ２名以内 

（６）会計監査 １名 

（７）相談役  ３名以内 

 

（常任役員の選出） 

第８条 会長は役員会にて選出する。 

２．常任役員は、正会員または特別会員の中から、役員会の承認を得て、会長が委嘱する。 

 

（常任役員の職務） 

第９条 会長は、本会を総括する。 

２．副会長は会長を補佐し、会長に事故があるときはその職務を代行する。 

３．幹事は会務を統括する。 

４．その他の常任役員は会務を分担処理する。 

 

（常任役員の任期） 

第１０条 常任役員の任期は2年とする。ただし再任を妨げない。 

２．常任役員のうち、本会の体面を著しく損なうと役員会で認められた者は、任期にかかわ

らず解任することができる。 

 

 

第４章 会   議 

（役員会） 

第１１条 役員会は、本会の最高議決機関および本会の最高執行機関とする。 

２．役員会は、第7条第1項の（2）の常任役員をもって構成する。 



３．役員会は原則として毎年5月に会長が召集する。ただし、会長が特に必要と認める場合

には、臨時役員会を召集することができる。 

４．役員会の議長は、会長が務めることもできる。 

５．役員会は、その構成員の過半数の出席により成立する。 

６．役員会の議事は、出席役員の過半数をもって決し、可否同数のときは議長の決するとこ

ろによる。ただし、会則の改正に関する議事については第20条に定めるところによる。 

７．役員会の議事事項は、次の各号のとおりとする。 

（１）予算および決算の承認に関すること 

（２）事業の計画と運営に関すること 

（３）常任役員就任の承認に関すること 

（４）会員の除名または常任役員解任に関すること 

（５）入会金および会費の改定に関すること 

（６）第16条に定める寄付金等の収受に関すること 

（７）支部の設置に関すること 

（８）本会の運営上必要と認める規則等を制定すること 

（９）その他、会長が会務の執行上必要と認める事項 

 

（総 会） 

第１２条 総会は、必要に応じて会長が召集する。 

（１）総会の議長は会長が指名する 

（２）総会の議事は、出席員数の過半数をもって決し、可否同数の場合は議長の決す

るところとする 

 

 

第５章 会   計 

（収 入） 

第１３条 本会の収入は次の各号の通りとする。 

（１）入会金 

（２）会費 

（３）寄付金または補助金 

（４）資産から生じる法定果実 

（５）その他の収入 

 

（入会金） 

第１４条 本会に入会するときは、別に定める額の入会金を納めるものとする。 

２．既納の入会金は返還しない。 

 

（会 費） 



第１５条 正会員および準会員は、別に定める額の会費を納めるものとする。 

２．特別会員は、会費を納めることを要しない。 

３．既納の会費は返還しない。 

 

（寄付金等の収受） 

第１６条 次の各号の収受には、役員会の承認を受けなければならない。 

（１）寄付金または補助金 

（２）その他、当然の収入以外の収入 

 

（予算および決算） 

第１７条 会長は翌年度の収支予算案を役員会に提出し、その承認を得るものとする。 

２．会長は当該年度の収支決算を、会計監事の監査を受けた上で役員会に提出し、その

承認を得るものとする。 

３．前項の収支決算に必要な書類は、収支決算書とする。 

４．役員会にて承認を得た当該年度の収支決算は、適切なる方法によって会員に周知しな

ければならない。 

 

 

第６章 支   部 

（支部の設置） 

第１８条 本会は地域を単位として支部を設置することができる。 

２．支部の設置は役員会で過半数の同意を得なければならない。 

 

第７章 雑   則 

（会計等の年度） 

第１９条 本会の会計年度および事業年度は、毎年4月1日に始まり、 翌年3月31日に終わる。 

 

（会則の改正） 

第２０条 この会則の改正には、役員の4分の3以上が出席した役員会において、出席役員の4

分の3以上の承認を必要とする。 

 

（会員への周知） 

第２１条 会則の改正事項、収支決算、常任役員の異動等、会員に対する周知事項は、運営

上、一定期間名外専の所定の掲示板に公示するか、または会誌に掲載する。 

 

（規則等への委任） 

第２２条 本会の運営上必要があると認める場合には、役員会において、別に規則等を定める

ことができる。 



 

 

附  則 

この会則は平成16年4月1日より適用する。 

 

附  則 

この会則は平成24年4月1日より適用する。 

 

 


